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安心して暮らすことができる、より安全な大分県を実現す

るために、皆さんの身近で発生する

・子どもへの声かけ事案等の不審者情報

・車上ねらい等が連続発生した際の防犯情報

・重大交通事故等など交通関係情報

・その他、迷子などの手配

などの情報を大分県警察がタイムリーに

配信している「まもめーる」に登録しよう！

メールはこちら 

アプリもあります

自死遺児救済援護事業のお知らせ
大分県青少年育成県民会議では、自死遺児（自殺によ

り親を失った児童生徒）を対象に入学・卒業祝い、修学

旅行費補助等の援護活動を行っています。

対象は県内に居住し、県内の小・中学校又は特別支援

学校の小・中学部に在籍する児童・生徒です。

亡くなった親の性別や、生計を担う者であったかどう

かは問いません。

ただし、親の再婚や養子縁組等により新たに両親を得

た方は除きます。

新規申請などのお問合せは、下記までご連絡ください。

【問合せ先】大分県青少年育成県民会議事務局
TEL ０９７－５０６－３０７５

【援護（支給）内容】
○新規遺児激励金（対象：新規申請者）
○入学祝い （対象：小学１年、６年）
○卒業祝い （対象：中学３年）
○修学旅行助成金（対象：小学６年、中学２年）
○家族ふれあい旅行助成金 （対象：小学５年）
○文化鑑賞・スポーツ観戦助成金（対象：全員）
○クリスマスプレゼント （対象：全員）

e@ansin-oita.jpに空メールを
送信で登録！



（％）

～大分県青少年の健全な育成に関する条例～
この条例は青少年（１８歳未満の者）の健全な育成に関し、県民、事業者、保護者等の

責務を明らかにし、青少年の健全な育成を害するおそれのある行為を防止することによ

り、大分県の次代を担う青少年の健全な育成を図ることを目的としています。

条例が定めている「家庭の日」や「青少年の日」、深夜外出の制限について紹介します。

（第１５条）家庭の日
毎月第３日曜日を「家庭の日」と定めています。
家庭は基本的な生活の場であり、子どもにとっては人
格形成の基盤となります。新型コロナウイルス感染症
拡大により、自宅で家族と過ごす時間が多くなってい
ますが、家族で食卓を囲み会話を交わすなど、会話や
ふれあいを通じて家族の絆を深めましょう。

（第１６条）青少年の日
毎月第３金曜日を「青少年の日」と定めています。
「青少年の日」は、全ての県民による青少年育成活動の
日として位置付け、青少年育成に対する県民意識の醸成
と県民総参加による育成活動の推進を図っています。

（第１７条）深夜外出の制限
深夜時間帯（午後１１時から翌日午前４時）に青少年が外出することを制
限しています。深夜外出が習慣化すると生活リズムも乱れ、学校生活など
にも悪影響を与えるだけでなく、交友関係も悪化し、不健全な生活や非行
に走る危険性も高まります。
条例では、保護者の義務や青少年の連れ出し等の禁止について定めると
ともに、コンビニエンスストアなど深夜営業店には、深夜に店内や敷地内
にいる青少年に帰宅を促すよう努めなければならないと定めています。
県民の方、皆で青少年の健全育成に努めていきましょう。

詳しくは県庁のホームページをご覧になるか、
大分県生活環境部私学振興・青少年課 青少年育成班
ＴＥＬ０９７－５０６－３０７５へお問い合わせください。



豊後大野市（豊後大野市青少年健全育成市民会議）

日出町 （日出町青少年健全育成町民会議）

豊後大野市青少年健全育成市民会議では、児童・生徒の健やかな成長を願い、学

校・家庭・地域が連携して、活力と実行力のある青少年健全育成活動へと発展させ

るため、毎年11月に「次代を担う『豊後大野っ子』を育てる市民のつどい」を開催
しています。令和3年度は、朝地神楽保存会の子どもたちによる活動発表、ことば
に関心を持ってもらうため、子どもたちが俳句や短歌、家族でつくった家族川柳な

どの優秀作品を披露し表彰する「ことばの森フェスタ」、オフィス星野トーオン高

知校の中山まさとも氏による「『笑って前向きに！』～素敵な大人の背中を見せま

しょう～」と題した講演会を実施しました。

また年2回の会議では、青少年に関わるそれぞれの立場で情報の共有や意見交換
を行い、7つの支部においてもその地域の関係団体と連携し、あいさつ運動や防
犯・交通安全活動を行っています。

日出町青少年健全育成町民会議においては、主に地区子ども会育成会を中心に活

動を行っています。単位子ども会におけるレクレーション活動はもとより、清掃活

動、廃品回収などの地域活動や、子ども神輿、地区供養盆踊りに向けた太鼓練習な

どを通して地域交流事業も行っています。また活性化のために日出町子ども会育成

会連絡協議会が主催するスポーツ大会・文化行事や、各地区公民館が主催する行事

にも参加し、日出町における地域づくりの一翼を担っています。

今年度はコロナ禍の影響を受け、計画どおりに事業実施ができないなか、県漁協、

町農林水産課と連携し、漁船クルージング体験と大神朝市見学・マコガレイ中間育

成施設見学を組み合わせた「うみうみ教室」を実施しました。今後は親子参加がで

きる行事として進め、子どもたちが地域を知る恒例行事として認知度を高めていき

たいと考えています。

うみうみ教室朝市見学

うみうみ教室
クルージング体験

朝地神楽保存会の発表

家族川柳の発表

☆会員団体の皆さんの活動を広く広報させていただき、青少年育成の活動の輪が広がることを願っています。
詳しくは県民会議のホームページをご覧になるか、下記事務局までお問い合わせください。
☆問い合わせ先 大分県青少年育成県民会議事務局（大分県私学振興・青少年課）Tel. ０９７－５０６－３０７５

「青少年育成事業」を募集しています！

事業内容

県民会議では、会員団体が行う青少年育成のための活動について、必要な経費を

１団体あたり５万円を限度に負担します。会員団体の支部や下部団体も、親団体を
通して申請していただけます。

～対象となった活動については、実施後に県民会議の活動として広報させていただ
きます！

施設を利用する費
用がない

県民会議の団体の下部
団体だし

この活動は対象になる
のかな

県民運動の活性化を目指し、県民会議の会員団体、またはその支部や下部団
体が実施する青少年育成につながる活動に対して、予算の範囲でその経費の一
部を負担します。
体験活動、青少年育成につながる啓発活動、その他青少年育成につながる活

動について、その活動に必要と認める経費（１団体 ５万円以内）
令和４年７月末日まで事業の企画を募集しています。お気軽にご応募ください。

対象経費

募集期間

うちの団体で、放課後
の子どもたちのための
学びの場を提供する活
動をしたいなあ

県民会議会員
の皆様へ



森は海を育て、川の源となり、生態系へ大きな影響をもつなど、人間の営みと大きく関
わっています。私たちが享受しているすばらしい森林環境は必ず後世の人たちにも残さな
ければなりません。みどり森・守財団はそんな森を守り、育てるための県民への啓発や活
動などへの助成や表彰、そして情報提供などの事業を行い、豊かな森林環境の実現を目指
すことを目的に2006年に設立されました。毎年のように植樹や森づくりなどの活動を行っ
てきましたが、コロナ禍においてはやはり活動を自粛せざるを得ない状況が続きました。
しかし去る３月、久しぶりにオリーブやミツマタなどの苗木1,700本を行政や植樹活動を行
う団体へ贈呈することが出来ました。まだまだ大勢が参加して植樹や下草刈りなど活動を
行うことは出来ませんが、少しずつでも保全に貢献し、後世に豊かな森林環境を残すこと
が出来ればと考えております。

また財団の活動に呼応する形でテレビ大分報道部が約２０年間にわたって「ＴＯＳみど
り森・守おおいたスペシャル」という、森を切り口とした報道番組を制作しております。
今年３月に放送した番組で２０作品目。森と海の関係、里山の力、農林水産業と森の関わ
りなど様々なテーマを掲げた本番組が森林保全の啓発として若い年代へわずかでも届いて
いればと願うかぎりです。

株式会社テレビ大分（公益財団法人ＴＯＳみどり森・守財団）問い合わせ先 097-532-9111

「小さな親切」運動大分県本部 問い合わせ先 097-536-3600

作文コンクール授賞者

「小さな親切」運動大分県本部の活動として、親切を行った方（個人・団体）に感謝

の気持ちを伝える為、賞状を贈り表彰しています。どなたでも推薦出来、どなたでも受

賞できます。この活動を通して親切な行為をするモチベーションを高めると共に地域に

暖かな心の輪が拡がる事を目指しています。そして何より一人ひとりの「小さな親切」

の実行が互いを気遣い思いやり溢れる社会の実現につながる事を伝えています。

また、子ども達に親切の意味と他人を思いやる事の大切さを知ってもらう為、毎年大

分県の小・中学校生対象に作文コンクールを行っています。この作文コンクールは親切

を受けた時の素直な心の表現に重点を置き審査しています。自分の体験を作文に書く事

でその時の自分の感情を振り返り、思いやりの心とは何かを見つめ直すきっかけになり

ます。親切な行為が人や社会に与える影響を学ぶ事もできます。

コロナウイルスの感染拡大防止の為、保育園等訪問して紙芝居教育などの活動は自粛

しています。人から人へと伝わる親切こそ、人格形成に不可欠な要素であり、今後もこ

の運動が多くの人に伝わっていくことで幸福感の味わえる人生が過ごせると思います。 実行章贈呈

財団の活動

報道番組の一場面

法務省では，保護司になって下さる方々を探しています。
興味がある方は，地域の保護司の方もしくは大分保護観察所へお問い合わせください。
【問い合わせ先】大分保護観察所企画調整課 ℡ ０９７－５３２－２０５３

【条件】①社会的信望，②熱意と時間的余裕，③生活の安定，④健康，⑤前科前歴がない

【最初の委嘱時の年齢】６６歳以下
【任期と定年】任期は２年，７５歳まで再任可（但し延長可）

【給与】なし（交通費等の実費弁償金が支給されます）

保護司は，法務大臣から委嘱され，地域の安全・安心のために貢献する民
間のボランティアとして活動しています。

保護司ってどんなこと
をする人なの？

どんな活動を
しているの？

①保護観察…保護観察官と連携しながら，保護観察を受けている人
（成人・少年）の担当保護司として，月に２～３回程度，本人との面
接等を通じて，通常の社会生活が送れるよう見守り，助言等を行い，
その結果を保護観察所に報告しています。

③犯罪予防活動…地区の「保護司会」に所属し，保護司会が行う研修会
や広報活動等の犯罪予防活動に参加しています。

できることが
あるかもしれない

②生活環境の調整 矯正施設…（刑務所・少年院）に入っている人が帰
る場所（地域社会）の様子を確認したり，家族や支援者等の相談に応じ
たりして，その結果を保護観察所に報告しています。

更生ペンギン
サラちゃん ホゴちゃん


